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2Ga－3 皮膚温に及ぼすウェストペルト圧の影響
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被　　服

　【目的】サーモグラフィを用いて、手背の皮膚温に及ぼす腹部圧迫（幅2.5cmのｲﾝｻｲﾄﾞﾍﾞ

ﾙﾄでウェスト部を圧迫）の影響を調べた。

　【実験方法】被験者は20～40歳代の成人女子３人であった。Ｔシャツとショーツのみを

着用した被験者は、１時間椅座位安静を保った後、一日に６回の実験を課せられた。右手

手背の皮膚温を、実験開始直後とその後40秒間隔で22回、計23回測定した。上記６回

の実験は、9:30～ｺﾝﾄﾛ丿実験①、10:00～圧迫実験Ｉ（平均ﾍﾞﾙﾄ圧3.7mmHg）、10:30～圧

迫実験II（平均へ勺ﾚﾄ圧6.3mmHg）、Ｈ:00～圧迫実験m （平均へ勺ﾚﾄ圧9.5niiTiHg）、11:30～

圧迫実験IV （平均へ勺ﾚﾄ圧13.7mmHg）、12:00～ｺﾝﾄﾛｰﾙ実験②である。圧迫実験では、実験

開始後の200～320秒、560～680秒の120秒間づつ２回、被験者のｳｪｽﾄ部を圧迫した。

なお、圧迫実験を行う順序は、I→IV、IV→1、Ｈ→I→IV→Ⅲ、ｍ→IV→I→Ｈと日々

変え、4 Sで１ｾｯｼｮﾝとした。これをそれぞれの被験者ごと４ｾｯｼｮﾝ（16日間）繰り返した。

　【結果】ウェスト部の圧迫によって手背の皮膚温が有意に上昇する被験者、逆に有意に低

下する被験者がいた。有意に皮膚温を低下させるのに必要な圧迫の最小値（有効刺激圧）

は被験者によって異なった。”ちょうど良い”を１、”かな｡りきつい”を10として比率尺

度（家政誌、48巻、989-998、1997）で評価すると、この有効刺激圧は1.2～3.1であり、

どの被験者でも”きつい”と評価しなかった。また、どの被験者においても、腹部圧迫に

よって皮膚温が有意に変化した割合とｳｪｽﾄへ勺ﾚﾄ圧との間には直線関係があった。このよう

に、皮膚温は微弱な圧の人体に及ぼす影響を調べるのに良い指標となることがわかった。
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　目的　現在、消費者の考え方が「物の豊かさ」から「心の豊かさ」へと移行するに

従い、衣服の着心地への意識も高まってきている。得に女性が日常着用しているアンダー

ウェアは、実用性だけではなくファッション性や機能性も重要視されるようになった。ア

ンダーウェアによって体型を整えることは、着用者の体の美しさを強調すると同時に、外

衣の美しさを増すことへとつながる。又、日常着用しているアンダーウェアが、本当に着

用者の体に適しているのかという問題は、精神的にも衛生学的にも重要なことである。本

研究では、女性にとって最も必要性が高いと思われるブラジャーについて、着心地を客観

的に評価するために次の事項の方法で実験を行った。

　方法　ブラジャ'が人体にどれだけ負荷を与えているかを調べることを目的とし、被験
者に共通のブラジャーを用い、衣服圧力を測定した。測定部位は、左乳房、左背側部の２

ヵ所で、測定動作は直立、挙手、運動後直立であった。アンダーウェアの身体に対する適

合性について、三次元計測機を用いて三次元形状計測を行った。さらに、被験者の体型、

皮膚の弾力性について検討するために、身体サイズ適合度の異なるブラジャーを使用し、

アンダーバストラインの各部分の伸長率特性を計測した。その結果から、被験者の皮膚の

弾力性、着用感について検討した。
　結果　アンダーバストラインの伸長率特性と、三次元による人体測定から出された乳頭

間隔等の関係から、着用したブラジャーによって人体にどれだけの負荷がかかり、着心地

に影響を与えるかを検討した。
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